
体験学習プログラム

必修ぬ習プログラム~鵬
ボランテイア.NPO 活動センターは、学'1=.が長JYI休暇を利川して問内のJ.hl:方地域や治安・術生環

境が安全と判断される海外をiW1111し、その地域が抱える問題に触れるとともに、地域貢献、制有J:、環

境関連の現地NPO・NGOなどとの交流を通して、その課題解決の取り組みなどを学ぶ f体験学習プ

ログラムjを、夏季と存季の休暇期1111に実施しています。

異文化問におけるキ11立理解と共生を学ぶ海外プログラムでは、学内の専任教員が企Illij・引率する 2

コースと、 NPO・NGOが実施する海外のスタデイーツアーのIj'から保択した、学生にとって学びの

多い2コースを実施しました。

また、海外に比べて費用而でも参加しやすい囲内プログラムでは、地域のさまざまな諜題にも日を

向け悦野を広げる内科で、学l人lの専任教uが企画・引率するものを lコース、センターのボランテイ
アコーデイネーターが企画 ・引2存するものを lコース実施しました。

さらに、各季の全コースが終了した後に~施する参加学生によるふりかえりを兼ねた報告会までを

一連のプログラムとしており 、その報告会を通じてみ;プログラムで科た経験を共有し、各自がさらに

学びを深めるきっかけにもなっています。

プログラム企岡者 ・同体 11' 先 テーマ 実施JUJIIII い笠
公岡を拠点としたま

NPOJ出J;jtデサ'インスクール J;¥ ffli}(.f日
ちづくりデザイン 2013{1: 8月2711(火)

16名-，Ii民による公凶作 -8 )130Ll (合)/4111111
同 りからまなぶこと~
内
学: 過疎の山村Ilt1:と、
内 政策学部講師 ifJ水万由チ 鳥取Y，~t<，'lÍfi田I 魅)J的なまちづくり

20WI: 2 fllOll ()I) 
15~， 

企 -2)J 13日(木) 4 111:11 
函 をう主ぷ
一

アメリカ介衆同(グアム) J:h娯社会における I~I 201311' 8月711 (水)
統済学部教授松J:b1削除

パラオj七羽1111 、止と共生を.J$・える -8)J141:1(水)/8111111
7名

社会学部議師 笠)1:賢紀 フィリピン)~.fI II ~1
フィリピンで学:ぷ 20141f.' 3月511 (水)

8t， 
ピープル ・パワー -3)1 12R (水)/8日111I

iもt 必にくらす人々と過
タト
学
特定~Ii営利活動法人 Link ごす一週1111-北タイ 2013"ド9月2U()J)

8名
森と水と人をつなぐ会

タイ主|正|
のくらし、村の知1)巴 -9月8LI ( 11 ) / 7 111111 

外企
にザ:ぶ~

同
特定非常幸1I活動法人 j山市畑から f平手nJ20WF3月211(11)
テラ ・ルネ ッサンス

カンボジア王同
を考える -3 H 9 H ( 11 ) / 8 111111 

7名
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0国肉体験学習プログラム/京都府宮津市[夏季]

-参力11学生

池本隼人(経済学部国際経済学科 2年次生) illi谷 倫佳(国際文化学部国際文化学科 3年次生)

江ぷ広太郎 (文学部 仏教学科 4il三次生) 遠藤孝典 (文学剖In宗学科 4JI:.:次生)

大屋 亮(経済学部現代経済学科 2年次生) 川橋 弘子 (社会学部臨床稲布1:学科 3年次生)

坂チ| 智子 (社会学者111如来初1JI:学科 3 jl三次生) 徳富 貴子(国際文化学部医!際文化学科 4年次生)I 

仲間 匡志(社会学部臨床稲布1:学科 2年次生) 西木 将 (国際文化学部 国際文化学科 4年次生)

平井 美|咲 (n;1際文化学部国際文化学科 3 jl:次生) 稲田 七海(社会学部 地域柿111:学科 1年次生)

毛利 奨l県 (社会学部地域稲祉学科 2年次生) 山内 雄介 (国際文化学部 国際文化学科 4年次生)

山口 美佳(社会学部社会学科 l年次生) 吉見和11太朗 (経営学者11 経営学科 1年次生)

.テーマ

「公図を拠点としたまちづくりデザイン ~市民による公悶作りから学ぶこ と-J

-行 私!

[1 li¥ 時間 行税 受入団体など

1 8月2711(火) 08: 00 深部キャンパスを山発

08: 15 ]R 京都駅経 1-l:J にて出主I~市へ

T]1:II'にて交流
-企岡プログラムの説明

-担当者及び参加者紹介

11 : 00 オリエンテーション セミナーハウス

-事iiIj;mJ必の共:1T
- プロ グラム、公I~!Iの概要

12: 00 4毛食 食堂

13: 30 公園案内 gn'人l

15: 00 プログラム①京都|当然塾 子どもの森

18: 30 夕食 食立

19: 00 プログラム②)']-1:愛知り部の会 研修室

20: 00 プログラム③昆空ナイ トウオーク 1~1I 1勾 ※Hi天)1限延

21 : 00 入浴、就桜

8 JU81l (水) 07: 30 !;OJ食 食堂

08: 15 公|指|出発

09目 00 飯J:t:酪造凡学 飯!毛R突進

11 : 30 討n谷高原見学 上W:屋(絵尾地区)

12: 00 合力の家にて昼食 合ブJの家

13: 00 プログラム①ガイドウオーク 上i止犀

14 : 30 プログラム⑤里山の詐らし手仕事体験 i燦織り伝承交流釘i

17: 20 公匝|到3ff

18・30 食事 食堂

19: 00 ふりかえり

入浴、就絞

8月2911(木) 08: 00 ~QJ食 食堂

09: 00 公民tl整備ボランティア Iilll内

12: 00 4を食 食堂

13: 00 公i唱l整備ボランティア 関内

17白00 移動

L7 : 30 入浴 Jffit呂f~i

18: 30 夕食 食堂

19: 30 ふりかえり、就寝 宿泊おu
8月30FI (金) 08: 00 MJ食 食堂

09: 00 プログラム⑥郷土料理作り体験 子どもの森、ことこと

12: 00 任食 食堂

13 : 00 大学生から税案 セミナーハウス

15: 00 公園出発

18: 00 j;(者11駅、 i15咋Eキャンパス到治
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池本隼人

(経済学部 国際経済学科 2年次生)

私はこのプログラムの期間中、まちゃお世話

になった宿泊施設や公|必|で多くのII然を感じま

した。 それら には全て汗段の生活の'" には 1p，~い

素IINらしさがありました。

私たちが訪れた盟山の集落はその閉鎖性故の

問題を抱えており、色んな立場のJiからお訴を

伺っていくうちに、 ， 1 1 に若者不)~といっても

そこには地域の難しい 'J~怖がありました。 しか

し、私たちがお世話になった NPO地球デザイ

ンスクールの方たちもですが、1'1分たちがその

地の1.4に/，L¥来ることを桁一杯やろうという強い

意，ιゃ活力を感じることが出来ました。
私はそんな方たちの掛11かな気配りや優しさに

触れ、とても感動しました。最終日の私たちか

らのまちづくりの案の発表では、私たちの学び

のために協力して下さった皆掠に少しでも感謝

の気持ちが伝わるように精一杯考えました

私は今回のプログラムで、自分に/U来ること

を一人一人が利一杯することで大きな力になる

ことを学び、非常・にi'tiliな体験が出来ました。

こどもの森にて

木製列車の線路の上を皆でー列になって進んだ

浦谷倫佳

(国際文化学部 国際文化学科 3年次生)

7~げIrdïで過ごした 4 日IHJは私にとってかけが

えのない、大切な経験となった 長い問、 II然

とlilJき合っていなかったことに改めて気が付か

された。幼いころは当たり前だ‘ったn然を五!盛
で感じながら無邪気に遊んで・いた午前が、 i14近

の私は学校と家を往復するだけの 11々 を過ご

し、 1'1然を五!長で感じることの裂しさをすっか

り忘れてしまっていた。1f1，山や棚1.11を見てきて、

自然の恋みは私たちが生きる上でなくてはなら

ない、大切なものなのだということを改めてIlf

体験学習プログラム

認識することができた。人と1'1然が共に生活す

る空間のrl'で、 n然の忠みを受ける為には、私
たち人rm に よる I~I 然への手入れも必要不可欠な

のだということを強く!岱じた。 そして、 tl~気強

く丁寧にn然と向き什い、手入れをすれば、絶
滅危倶机に指定されているミズオオバコが世屋

の棚lilに酔っていたように、自然も人々の努力

する姿に応えようとしてくれるのではないかと

思った。

公園E整備のボランティアで稲木立てをしているところ

江夏広太郎

(文学部仏教学科 4年次生)

私は今川のプログラムを通して、一生忘れら

れない本吋に質量な経験をさせてTfiきました。

美しい榔や42かなn然が広がる虫山、 i市上点の星
宅などの数えきれない魅力を発見しました。ま

た、公|刈税制iiボランティアや郷土料開作 り体験

を通して地元の人たちと交流しましたが、皆さ

ん優しくて個性的でj14かい人たちばかりでし

た。

今回のプログラムに参加して終わりというわ

けでなく 、プログラムを通して学んだこ とや、

3 iFI4 11で気付いた下付Itの魅力を多くの人たち

に向けて発信していくことが大切であると私は

最終日の郷土料理作り体験
おばちゃんから包丁の使い方を教わっている
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考えます。宮津の良さは一度来てmければわか
るので、どうすればもっと多くの人たちに宮津

の良さを知って1'tえるかを考え続けることが大

切です。

4日間という短い期間でしたが、学部も学年

も異なる個性!泣かな16人の学生やボランテイア

センターの方々、海と星の見える公園のスタッ

フの方々や地元の方々との山会いに感謝したい

です。

遠藤孝典

(文学部真宗学科 4年次生)

「自然との共生」をキーワードに、宮W:市で
学んだことや、 地元の方の取り制lみから自分が

感じたことは、ただ緑が多く海があるというこ

とではなく、それをどう維持していき、どう活

用しているのか、今回実際に足を迎んだからこ

そ見えました。そこには地元の方の努力があり

ました。それは天の柿立の制光地としての宮津

ではなく、地元の方が一体となってもっと自然

が豊かで伝統が似強く残っている地としての宮

津を PRすることです。まだまだ十分に PRで

きていないかもしれないで‘すが、普段できない

素附らしい体験ができる場として本当に必要だ

と思いました。私たち学生も、株々な体験を通

して気が付・いたことを、若者の観点で提案がで

きたことによって「微力」になれたのではない

かと思っています。そして私自身、今回のプロ

グラムを通し 「ボランティアjを見つめ直すこ

とができました。

「地球の道j にてKlt~月を受けている

大屋 亮

(経済学部現代経済学科 2年次生)

4日間の沼津市での活動を終えて、現地の方

との交流や峨々な体験から富津市の魅力を多く

ま11ることができ、その魅力を発信していきたい

と思った。富津市では天杭立の他に有名なもの

と111]われると答えるのが難しいのが現状である

が、今回のプログラムを通して宮津市には伝統

工芸や特産品等、天lf，~立にも劣らない魅力ある

ものがたくさんあると分かった。

宮津市の課題である人LIの減少 ・過疎化の問

題は、地域の衰退にも|拘わる大きな問題である。

この111]題の解決策としては、宮津市をま11っても

らい定住したいと思えるような地域にしていく

必要がある。そのためには、地域の魅力を多く

の方に知ってもらう必要があり、人と人との繋

がりを大切にして地域力を強めていく ことが大

事ではないか。また、宮津地域だけに限らず、

どんな地域にも魅力あるものが何か必ずあるの

だとI1長じた。

郷土料理をつく っている
地元でj市れた魚をさばいて刺身にする

川橋弘子

(社会学部臨床福祉学科 3年次生)

官i1rで過ごした4日間は短かったけれど、 i'J:・

重な体験をさせていただき 、 1 日 1 日の~U丹は

とても淡いものであった。実際に現地を訪れる

ことで得られるものはとても多かったように思

う。現地で生活し体験することが、その土地を

主nるための一番の近辺になると感じた。訪IIIJす
ることは自分の日で凡て感じることができるた

め、学びも深まり現状そのものを知ることがで

きると，思った。

稲木作り には多くの

人の協力が必要であ

り、完成後の達成感を

ー紺にl味わえたことが

印象的であり、人々の

結びつきを感じた。

~I僚に現地に行っ た 稲木立ての組み立て作業



からこそ、特られるものもたくさんあり、他の

人にも一度は訪れてほしいと思った。持段の生

活では体験できないことを経験することがで

き、有意義な4日間を送ることができた。宮津

に行くことで、宮津の良さをrl分の日で見て感
じてほしいと思う。

坂井智子

(社会学部 臨床福祉学科 3年次生)

多くのことを学ぶことができたプログラムで

あり、自分自身を成長させることができた。尖

際に宮津市を訪れることで、今まで女11らなかっ

た、気づけなかった良さに気づく ことができた。

伝統工芸など普段では体験できないようなこと

を体験するこ とができた。また、 今まで全く知

らなかった話なども1mくことができた。環境に

ついての話を聞いて、現代の社会の生活につい

て改めて考え直さなければならないと感じた。

富津市の現状や宮司1・di民の方々の話をIJfJいて、
若い人の力が今とても必要と されているなと感

じた。この先日齢化が今よりも進むと、大きな

問題がたくさんでできてしまう。とても考えさ

せられた。宮津市の)J々 はとても温かく、 何事

も丁寧に教えてくださり、楽しい話をたくさん

していただいた。3i l~14 日とい う則 1mの'1'で人

の出かさ、自然の素11，'{らしさに触れて多くのこ

とを学び、多くのことを考えさせられた。大学

生活の中でi'i・重な体験をすることができた。こ

のプログラムに参加できて心から良かったと

思った。

世屋でのエコツアー

徳富貴子

(国際文化学部 国際文化学科 4年次生)

今回の囲内体験学判プログラムで学んだこと

はコミュニティ ーの大切さ、異年齢111]の交流の

体験学習プログラム

大切さである。H本の多くのまちが宮津市のよ

うに高齢化、過疎化のIIlJ題を抱えている。宮津

の人々 はそんな'1'でも 1"1分たちの生まれ育った

まちに誇りを持っていて何とかして白分たちの

まちを前性化したいという熱意があった。若い

世代がもっとこの熱f3:‘のある人の輸に入り一緒

になってまちづくりについて考えていかなけれ

ばいけないと感じた。そして、米米を担う若い

世代に自分たちのまちに誇りを持っても らえる

ような機会をつくることが必要であると、この

体験を通して考えた。

自分たちが考えたまちおこしのアイディアを発表

仲田匡志

(社会学部臨床福祉学科 2年次生)

4 FIIIIJの体験学習プログラムにて、自然に人

の手を)JUえ、固有の生態系を持つ"皇，11"とい

うものに初めてJ'-j-¥会い、それぞれの場で地域の

方々の説明、知識を聞いたり、 ト|で実物を見て

みたり、肌で直接触れてみることをしながら、

それぞれで感じることがあり、その'11で私たち

のブJでイIIJが出来るかというのを、脱索しました。

日を屯ねるに述れ、私たち自身'14'iltのファンに

なるほど好きになり、大学生を魅了するほどの

ポテンシャルがあるのになぜ観光治:が少なく

なっているのかを考えました。そこで私は特に、

この地域の情報を魅力あるものとして発信する

地元企業の飯尾駿造を見学
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力が弱いのではないかと感じたため、どのよう

な方法があるのかを考えたところ、それは大学

生にとって身近なものを活用したら良いので、は

ないかと思い、またその方法は、今後の私のや

りたいまちづくり支援にも使えるということも

分かりました。

西木 将

(国際文化学部 国際文化学科 4年次生)

私はこの 411111]を通して天柿立しか虫11らな

かったこのIlIfのファンになりました。それはも

ちろん自然の;泣かさ、食べ物、 j此jitもそうです。

自然についてエコツアーや自然塾などを辿じそ

の大切さ、ありがたさを学び、 I141佐の大変さや
出i'll市の現状ゃ7J1H越など数多くさ子:びました。地

域に根差したプログラムであったため、地域の

方との距離が近く多くのことを学び、感じ、 体

験することが出来ました。一方で113齢化が進み、

PR }ï法などの多くのお~題があります。 そのた

め元々観光平等は多い地域なので、いかにそこで

街のことを知ってもらい、ファンになってもら

うかがこれからの課題だと思います。

宮津の郷土料理 つみれ汁とウゴ(海蕩)を使った料迎

平井美咲

(国際文化学部 国際文化学科 3年次生)

私はこの4日間、「とにかく 1'1然がきれい!!J

と感じました。地元でとれる海のキを使った料

J.illもとてもおいしかったです。また、T:>;ì~lt Iliで、

の部大16人の仲間たちゃ、対後の地元の方々、

NPOやボランティアセンターのJfi官μの)5・等、

たくさんの人との故山の出会いに感謝したいで

す。

今日、宮市iIiは椋々な社会問題を抱えていま

す。人口減少や向齢化、特に過脱化が指摘され

ています。このプログラム1:1-1に私は、 1;げltiliで、

女子旅ツアーと教育現場での強化が必要ではな

いかと提案しました。また、このプログラムを

きっかけにもっと地域前性化について学びたい

と考え、 11月に宮城県石巻市雄勝町-で点H本大

災災復興支援ボランテイアに参加しました。1ii-

i'IIと雄勝、これらの経験を通して、私は地域活

性化のはじめの-Sはコミュニケーションをと
ることではないかと思いました。交流する大切

さをやんだ今、私は/1¥会った人とのつながりを

大切にしていきたいです。

4日自の郷土料理作り

福田七海

(社会学部地域福祉学科 1年次生)

!玉IIAJ体験学習プログラムを通して、宮津市に

人を11千ぶために私が必要だと思ったことは、地

元の人の協力と地元の人から地元の良さを外へ

発信していくことです。その地域の隠れた魅力、

まだまだ‘外の人が虫11らない良さをアピールする

ことが何より大事だと思いました。

私の地元である奈良県も宮津市と似たような

IIIHffiを抱えています。今11川!:んだ.いかにして人

を呼ぶかについてもっと考えていきたいです。

世屋高原でのヱコツーリズム

毛利美咲

(社会学部地域福祉学科 2年次生)

大学で参考書を読んで学ぶ座学だけでは科ら

れない知識や経験を、そのうど流のIjlで地域の

人々に1mいたり、 i'I分の地域についてどのよう



な思いをお持ちなのかなどを聞いたりすること

が、私が今回のプログラムに参加lした理由の一

つであった。

そのH的通り、私は多くの人々と|剥わりを持

つことが出来、また地域の人々の思いや、私以

外の学生遠の考えなどを間くことが問米た。

私がlliも印象的だと!盛じたのは飯尾醗造とい

う企業のお客様とのつながりの考え方と、抑l旧

保持への思いである。f91Jえばどうやって使うの

かレシピも提供していたり、商品の横に手Ji:き

だと思われる字体で'j1:ii"，山の説明がJi:かれていた

りした。

また棚田保持の為に利益にならないのにその

景観を守る努力を している姿が印象的であっ

た。

最後にプログラムを終えて思うのは、今回共

に37[14日を過ごした学生達を合め、多くの人

とl期わり、 自分では思いつかないよ うな考えを

聞くことが出来たのが今回の体験学習プログラ

ムで一帯良い収穫であると私は思った。

飯尾E裏造の底頭

山内 雄介

(国際文化学部 国際文化学科 4年次生)

宮津での4IJ I旬、私たちは普段触れることの

できない武重な里山での体験と、温かい人々と

の交流をすることができた。エコツアーでは里

山が創り出す生態系や、先人達が受け紋いでき

た生活の知恵を自分の 1=1で確かめることができ

た。魅力の詰まった農村体験だが、一ブjで

る人のニ一ズに現地のインフラ!而而なとど矛が対応し

きれていないという調謀:姐もある。そして、出村

を維持していくために必要な人材や高度な技術

を伝承する後継者不足に直而しており、 J~f;J-援

興が急がれる状況である。しかし、地元の方た

ちは皆明るく、たくましく生きている。彼らの

体験学習プログラム

姿を凡て、一緒に体を動かすことで私たちが五

感で!感じ取れるものは非常に多かった。2日li

に見学した飯J毛限造のような地域貢献に真剣な

6次産業や、 NPO法人地球デザインスクール

の方たちのように、現地に腰をtNえて活動する

ことのI;j:義を再雌認する体験となった。

食堂の方遼と郷土料理を作る様子

山口 美佳

(社会学部社会学科 1年次生)

私は、衰illしつつある故郷を前性化するため

に、このプログラムに参加した。そして、活性

化するために、わかったことが主に2つある。

lつ口は、地元住民の意欲や秘極性が必要で‘

あることだ。郷土料理、上世J.iの案内、藤織り -

1i1i渋の体験、丹後伝況の語り却など、ほとんど

このプログラムで|則わった人は地)1:住民であ

る。地元住民と実際にふれあうことで、このjit

観、伝統を守りたい思いが伝わってきた。つま

り、地元の熱い思いがわかることで、このすば

らしい対観が残るj'J後地域を守りたいと思い、

また汁後地域に起を述ぶようになるのだ。

2つ日は、新しい観光をつくることである。

男結びを習う
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このプログラムでは、私達参加した学生たちが

丹後をより発展させるための方法を捉-案し発表

する機会があった。そこで、マラソン大会を聞

き、そのコースでスタンプラリーを設け、その

スタンプがたまると地元産のものと交換でき

る、また、女子が好むような恋愛などのパワー

スポッ トのツアーを作るという案が出ていた。

この案を私の故郷でも活かしていきたいと忠

つ。
このように、このプログラムでは多くの人と

ふれあう ことで、今のままでいいのか、もっと

自分が成長するために何か行動した方がいいの

かなど、改めて自分と向き合うことができた。

今後、このプログラムで学んだことを活かして、

故郷のために私ができることを粕一杯していき

たいと思う。

吉見紳太朗

(経営学部経営学科 1年次生)

私が今回のプログラムに参加したのは、地域

に|則わる仕事がしたかったので少しでも地域の

実'mをま11りたかったからである。尖際に行って
みて、宮津は、天橋立以外にも旦山や海といっ

た泣かな自然やおいしい食べ物、椛々な鹿!とな

ど数多くの魅力が存在している地域であること

72 

がわかった。しかし、広告戦111告が上手くできて

おらず、あまりま11られてないので、今後あまり

お金のかからないSNSなどを使って今までま11

らなかった人への周知|をしなければならない。

また数多くの魅力がある宮津だが、それでも高

齢化が進み、過疎地になっていっている現状が

あり、 1主ri宰でこの状況なら他のあまり魅力を

もっていない地域はどうなるのかと思った。そ

こを今後の大学で学んでいく必要があると思

つ。

NPOの方の案内で山を散策しているところ



体験学習プログラム

0国肉体験学習プログラム/鳥取県智頭町[春季]

.参加学生

片桐 悠(政策学部政策学科 2年次生) 久島同登 (法学部法律学科 4年次生)

久保文音(社会学部社会学科 1年次生) 田賀将史 (社会学部社会学科 l年次生)

谷口 只(社会学部 臨床福祉学科 3年次生) 塚本有紗(社会学部社会学科 2年次生)

中西 雛子(文学部英語英米文学科 l年次生) 成瀬 |場ー(法学部 法律学科 4年次生)

西川 浩由(国際文化学部国際文化学科 l年次生) 西山村浩 (社会学部社会学科 2年次生)

平fiili ift子(法学部法律学科 1年次生) 村上桃子 (社会学部社会学科 2年次生)

山口 利規(理工学部数理情報学科 3年次生) 山口美佐(社会学部社会学科 l年次生)

吉川仲哉(社会学部社会学科 l年次生)

.引事教員、テーマ

清水万由子 講師 (政策学部)r過疎の山村再生と、魅力的なまちづくりを学ぶ
~木の宿場プロジ‘ェクト、疎開保険、 民泊体験-J

.行程

H Ii寺 行 穏 受人間体など

2月10日(月) 8 : 00 深草キャンパス11¥発→JRJn都釈経由→智頭町
11 : 00 智頭町(宿場町の町並み、石ii-家住宅)見学 智頭町観光協会

13: 30 議幾 ボランティアガイド

. i初頭町の現状とj製品i1J ~J' UJîl町役場

-木の宿場プロジェクト、 100人委貝会、新 智VJiI町木の1fi場尖行委員会
鮮総、森林セラピー、疎開保険、民泊~;

-町l政貝を交えてグループワーク、質疑応答

16: 00 民泊先へ移動

[民i自体験] ぞ\' iïJi町民i~l t6b;液会

2月11日(火・祝) 7:∞ 雪かき体験(民i(1先と周辺の独居高齢者宅)
8 : 30 民i白から山形地区共有センターへ修動 山形地区振興協議会

9:∞ 旧山形小学校(山形地区振興協議会)見学

9 : 30 講義「山形地区のむらおこしJ 芦i;l!地区男性21'，
12 :∞ ドラム缶ピザ焼き体験 八河谷地区男性1名
13: 30 聞きJFき体験

「伝統文化と人々の必らしの1m き ~l・き 実践」 1ターンの若者
18: 00 山形地区、地元の}jとの交流会 林業15代目こ・夫品1I
20: 30 民泊先へ移動

[民泊体験] 初頭町民i白協治会
2月12日(水) 8 : 30 民i白から観光協会へ移動、 iiij日のふりかえり

9 : 30 講義「森のようちえんの取り組みj 特定非営利活動法人森のよう

11 : 30 いろりの家でrn合務らし体験 ちえんまるたん(fう
-火おこし、いろりで科理、 豆腐手作り体験 いろりの家

-良薬会の取り剥lみ紹介 良薬会

-戸iil!の森、 m~立保全の話 戸i芋区会
16 :∞ 民泊先へ移動

[民泊体験] 智頭町民i白協t集会
2月13日(木) 8 : 30 民i~1から役場へ務励、 íìíj 日のふりかえり

10 : 00 開JE毛とテ'イスカッ ション 抑制『頭町役場

「キ¥'iiJi町の魅力とまちづくり施策」

質疑応答 智智頭町観光協会

13: 30 スノー トレッキング体験(セラピー弁当)

16: 00 智iiJi lllT戸津を 111発、 TI~巾でふりかえり 革主森のガイドの会

道の~n休憩

19: 00 jR 京都駅経由、深草キャンパス到着、解散
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片桐悠

(政策学部 政策学科 2年次生)

今回の春季国内体験学習プログラムに参加し

て感じたことは、 I~I分にとっての「当たり前」は時

間や場所、人が変われば変化するという事です。

至極当然の事ですが、その事を改めて!必じさせ

てくれたのが今回の智頭IlQ・での体験でした。

そんな智頭11IJは今現在 「者IS会からの疎開」 を

テーマにグリーンツーリズムを展開していま

す。

私も今回のプログラムで民泊やスノー ・ト

レッキング、地元の野菜を使った料迎等を体験

しました。民泊やスノー・ トレッキングは初め

ての体験だ、ったのですが、ゆったりとした時間

の流れの中で楽しい経験をさせていただきま し

た。

また、 私が智頭11IJに滞在してグリーンツーリ

ズムをここまで展開できる袈因と して感じたも

のに智頭11町「日本1/0村・おこし運動Jという
智頭Ilrr独自の仕組みと町長の寺谷誠一郎さんの
尽力が挙げられます。

智頭11Ifには皆さんが想像している以上に素敵

な事がたくさんあります。ぜひ、皆さんも一度

智頭11Ifに疎開してみてください。

a・・・-t由i或の皆さんと交流会を行いました。 1ターンの若者、地
域おこし協力隊の女性にも出会いました

久島 同登

(法学部法律学科 4年次生)

私は①先進的な取り組みを行っている刊TIJilllT

に興味を持ち現場に行くことで傑く知りたいと

思い、②過疎の町の現状を女11りたいと思い、③

移住者が増えている魅力ある 11IJを見てみたいと

考え、今回の体験学習に参加した。①に|剥して、

「百人委員会」の成巣の 1つである「森のよう

ちえん」は移住者の方が提案し、それに行政が

予知:をIUすことで実現している。このお訴を|市

き行政のIllJを良くしていきたいという考えと、

IlQ'を活性化したいという住民の思いが、合わさ

ることで、住民自治によるまちづくりができて

いるのだと型解できた。

また、過疎化の問題もやはり家族が外へ行く

ことは寂しいという立見を|剖く一方で、智頭IIQ'

に移住者が哨えていることからまた町が賑やか

になるのではとも感じた。また、智頭IIQ'を実際

に訪れてみて、自然が多くリフレッシュで、きる所で

あり、また移住者を手助けしようという風潮も

あることから、移住を決意するのだと感じた。

このプログラムで一帯感じたことは、誰かに

協力しても らっているということに気づき、 感

謝をすることである。民泊で私たちを泊めて下

さった家庭には本当に感謝をしている。この気

持ちを常に意識していこ うと思う。

民泊先は、温かく気さくなご家族で、おじいちゃんの家に

遊びに来た感じでした

久保文音

(社会学部 社会学科 1年次生)

このプログラムで新しく興味を持ったことは

93パーセン トもの商和がある森を使った森林セ

ラピーと森のよ うちえんである。森林セラピー

は体験したいと思い森のようちえんはお話を聞

いてこんな形の幼稚闘があるのかと驚いた。民

11~1体験を してみて民泊体験で しかま11ることので

きない地元の生活や智頭の人々の温かさをまnっ
た。智頭の食材を使った料理!はとてもおい し

かった。シカを見たりなど桔'TIJill汀ならではのこ

とが出米て楽しかった。

このプログラムで地域の方たちとの交流を通

して地域活性とは何なのかということに焼!日jを

持っていたけどすこしではあるが地域活性の基

本のようなものがなんとなくわかった気がし

た。智頭11IJで学んだことを活かして活動してい

きたい。また智頭を訪れたい。



民泊で雪かき体験、霊労働です

田宮 将史

(社会学部社会学科 1年次生)

2)J 10口から1311まで、私は13取県にある杭I

iifî町を訪れた。 在、が~;'i iÏjîに行って一掃:初めに!進

じたのは人々の顔が'1ミき生きとしている、とい

うことだった。私述は初頭でIII{役場の人たちに

お話しを伺ったのだが、どの)jもII分のl到わっ

ている事業やIlITおこし運動のことをとても裂し

そうに話していた。もちろんどれにも諜題は

あったりするのだが、そのことをどのように来

り越えていくのか/f:J~がポジティブに与-えてい

た。

もう一つ、判事iでの生活の"，で感じたことが

ある。 智頭の人たちは何かを「やる」という i~î

)Jにあふれでいた。自分たちで作った野菜を村

で売って、その野菜が光れることでお金を稼ぎ

「また頑張ろう」と、 1'1分たちで' I~ きるブJ、気

力を生み出 していると感じた。1I分でやりたい
ことを選び、 l'1分円身で生きていく )Jを作って

いくその姿勢は自分の口には卸いて比え、魅)J

的に思えた。

この 3?13 4日の活動は本当に京IWらしかっ

た。自分が今まで経験したことのない、本吋に

大切なものがつかめた気がする。これからもこ

のような時間をn分の人生においてたくさん持
てるようにしていきたし、

体験学習プログラム

「今は田舎の時代。都会で疲れた人には、疎開のまち智頭へ
来てリフレッシュしてもらいたL、jと町長

谷口 真

(社会学部 臨床福祉学科 3年次生)

「地域は活性化しない、人が生わり 、人は活

性化することができるJ符頭IIIJ民の方が言って
おられた71・葉です。私はこの言葉にすべてが合

まれていると感じました 智頭町の様々な取り

組みは、III{民から出されてきたものが多く、そ

れを災現するために行政と力を令わせるという

ものが!必じられました。地域を元気にするため

には、そこに住んで、いる人を元気にしなければい

けないということを、この行業から学びました。

稿相1:というのは、身体が不l'1 iJ Iになってから

どういった取り組みで支えていくのかと思って

しまいがちですが、今1111、引I副III{の取り組みを

主11り、元気な状態を維持するという、こういっ

た形の侃祉というものも大切な取り組みだとい

うことを学びました。

今阿の体験プログラムは、現地の人と|則わり 、

話を聴いて学ぶことが山米ました。実際、聴く

ことでどう いった形で人が、考え方が変わって

きたか感じ取ることもできました。

聞き嘗きに応じてくれた90殺の “八河谷集落のドン"はす
こぶるお元気で、移住してきた人の力になりたいとのこと
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塚本有紗

(社会学部社会学科 2年次生)

私は、まちづくりをIWj"民とともに積極的に進

めている行政の姿と、 その町に住む人々の姿を

見たくてプログラムに参加した。智頭118"の、「よ

そ者を入れない閉鎖的空rWJから「観光地にし

ていくJという方向性に:最初はl町民にも戸惑い
があったそうであるが、沢山の11日民の助けやまIJ

恵を借りて今までやってきたと 118"長はおっ

しゃっていた。智頭IWj・独特の施策にもそれが

はっきりと表れていて、智頭IIITの魅力のひとつ

に挙げられる。自分の11町と比較しでもその点が

一番魅力を感じられた点である。

また、智頭町は「みどりの風が吹く疎開のま

ち」と掲げて、観光産業を進めている。ストレ

スで疲れた人が逃げ出せる場所でありたいとい

う意味で疎開と名付けたという。今回民泊を体

験したが、人との出会いを大切にされている方

が大変多く、自分の故郷ではないのにほっと出

来る環境であった。今回のプログラムで、智頭

118"の魅力が今までよりももっと感じられるよう

になった。智頭118"の魅力が多くの人に広まり、

沢山の観光客がそこを訪れ元気になって欲しい

と思っている。

、I
ガイドさんに案内していただき、約2時間、 ~の中の森林
セラピーを楽しみました

中西 雛子

(文学部英語英米文学科 1年次生)

私がこの国内体験プログラムに参加したJAElf

は、自分が住んで、いる地域とは辿った地域での

生活を知って、地域に対する新しい見方を発見

したいと思ったからです。このプログラムでは、

智頭町の方々と交流する機会がたくさん設けら

れていて、智頭IIIlの昔のことから、今のことま

で知ることが出来ました。自分が住んでいる地

域と追うところは自然破抗の逃いや、人口もあ

りましたが、なによりその118"のことに和極的に

知り|剥わっていく姿勢ではないかと思いました。

このプログラムで一番印象に残っていること

は、|町長さんのお話です。智頭11fTのユニークな

取り組みはどのような考えのもとに作られてい

るのかというと、住民全員の積極性もそうだし、

智頭IIITに今あるものを使ってどれだけ118"を活性

化していけるのかにあると思いました。このイ本

験プログラムを通して、自分とは別の地域の

方々と交流することの大切さが分かりました。

それは自分の人生慨にも繋がるし、何より交流

したことによりお互いを尊重することを学ぶ機

会でもあるのだと思いました。

山形地区振興協級会で1/0運動などまちづくりの話を伺い
ました。廃校になった小学校が拠点です

成瀬陽一

(法学部法律学科 4年次生)

智頭町では、地域にある資源をいかした取り

組みが様々行われている。また、その資源をい

かそうとする「人との出会い」を大切にしてい

る118"の姿勢にまちづくりの 1つの答えがあるの

ではないかと感じた。

また、田舎でのまちづくりの強みは、住民に

密着した政策や行動が取れることであり、住民

の意見を反映できることだと感じた。過労死や

自殺が多く、人との結びつきが希薄になりつつ

ある現代の日本が今一度見直すべき、生活や自

然がここにあるのではないだろうか。

智頭町のまちづくりには、田舎のまちづくり

のlつの答えがあるように思う。無理に産業復

興しようとするのではなく、存在する地域の財

産をいかすことで、「外者」にとって魅力的な

Ilrrになるのではないか。そして行政が、住民一

人ひとりの意見に見事長に向き合う姿勢こそが、

今後のまちづく りの発展に資するものとなると

実感した。



智頭の森を活用した[森のようちえんjの代袋西村さんの
箆に引き込まれました

西川浩由

(国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

智頭町の魅力は第一に、智頭IIIJ1.1!;のみなさん

であると考える。私は、所計1illlJづくり」は町

の行政が主体となって行うものだと考えてい

た。しかし、この囲内体験学習プログラムを辿

して、智頭町民の方々は智頭町のi，~.t' I:化のため

に自ら智頭町の行政に参画しておられる事が分

かった。その1['でも民iCIがとても魅)J的であっ

た。これは初頭11汀が推進している「森林セラ

ピー」の中のプログラムの一つである。あらか

じめ宿泊用に川立された施設ではなく、智朗"町

民の御自宅に計i泊するというものである。私も

3 iEI利用したが、千年段では体験できない事が体

験することができたり、何よ りも1.¥!;il'l先のプj々

との食事が楽しかった。

森林セラピーとは、智頭町を、心身をリラッ

クスさせるための場として提供するプロジェク

トである。これは現代社会の抱える、ストレス、

自殺、欝といった問題に対処するためのプロ

ジェク トであり、智頭町をはじめとする回合が

独自に持つt212iな自然の力が必要になる時代が
近づいてきていると考える。

民泊先でイノシシの肉を使った依子を作りました
このイノシシはご主人が山で狩狽

体験学習プログラム

西山智浩

(社会学部社会学科 2年次生)

今凶の鳥取県智頭IIIJへの国内体験学習のプロ

グラムを辿しての私のn棋は iUI舎暮らしをす
るための知識をより多く知る」という ことで

あった。体験学習では交流会で大阪府から I

ターンで移住して来た人の経験談を聞くことが

IJ'，米た。話によると、Iターン就職をするうえ

で気を付ーけることは 「その地域のニーズに対応

した職種を矢11る」ということであった。IJJ舎暮

らしを希望しているなら職種にはあまりこだわ

らず、 iU:I令で暮らしたいjという気持ちの強

さで実行していくのではないかと私は考えた。

今後は自分の希望する地域にはどのようなニー

ズがあるのか、あらかじめ調査をしたうえで移

住や就職について取り組んでいきたい。

また、この4日間の体験実習で感じた述いは、

そこに住む高齢者たちの生活の意識であった0

qi'，' DJi IID・に住んでいる高齢者の方たちは、私が民

泊した211iTの方を含めて全貝が若々しく生き生

きと生活していた。このように過ごしていける

のはよいな味で「何もないJ環境が個人側人に

対して多くのことに挑戦する意識を向上させて

いるのではないだろうか。

生業と してきた林業のお話、 f一番大原なのは、普の人の思
い・経験を今の若い人が学(;fんといかんなj

平舗民子

(法学部法律学科 1年次生)

今回このプログラムに参加することでたくさ

んのことを学んだ。 '~IJ，Iの暮ら しの体験とまち

おこしについて中心に学んだ。今回のプログラ

ムを通して強く感じたのは地域の人たちが智頭

IlIfのことを本当に大切にしているということで

ある。そしてそのことが地域の活性には重大だ

と与-えることカfできる。

私たちは今回3ii'1とも民泊であった。民iFIは
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旅館とは述ってご飯の川意など1'1分たちのこと

は全部自分でというものである。だが私たちは

至れり尽せりですべて術泊先の方がやってくだ

さった。そのおかげなのかはわからないがたく

さんのお話をすることができた。そして、この

4日間、智DJi町のまちおこしについてたくさん

に聞 くことができて、 とても関心がわいた。と

ても而白い PRなのだ。この118.の方々はこんな

にも柔軟な考え方ができるのかと驚いた。

この町は小さなIIfJ・だが、だからこそできるこ

とがたくさんあるということを知った。

スノートレッキング体験で容の斜面を登りました。耳を澄
ませIt、鳥の声と小111のせせらぎ

村上 桃子

(社会学部 社会学科 2年次生)

今回のプログラムでは今までの自分の'ur;.で
は体験できなかった立腐づくりやスノートレッ

キングといった線々な体験ができたことが私の

中で大きな経験他になった。そしてほかにも民

泊での暮らしゃ多くの人たちの触れ合いを通し

て|当分の佃i仙飢が変化していると気付いた。

私はずっとITI舎は不便というイメージがあっ

た。実際民ill先の人たちは「なんにもないJi不
便だJと言っていたが、みんな充実した表情を
しているように感じた。確かに都会と逃い大変

な部分もあるだろうが、それでも抑顕での持ら

しは本当にいいものなんだとわかった。知い問

だったけれど千111IiJiに泊まって、楽しくて尚且つ

落ち着ける場所なんだなと感じた。H司令という

だけでどこか敬述しがちだ‘ったけれど、だから

こそ日々の生活に疲れてしまった時にはぴった

りの場所なんだと思えた。疎開のまちという

フレーズの意味がやっと型j昨できたように思え

たし‘智頭への印象や拠え方が大きく変化した。

智頭で、の持らしはきっといろんな人の安らぎの

場所になると実感した。

できたての豆腐を生まれて初めて食べて、とてもおいしく
感じました

山口 智規

(理工学部 数理情報学科 3年次生)

今回の者季囲内体験プログラムを通して、智

頭11町の行政の取り組みや地域に対する与ーえ方が

私にとってとても印象に残る 4日間でした。円

本1/0村・おこし巡回bや行人委員会など本当に

押iiJillITにやIJが大切なのか、どのようにして智頭

II1Tの良い/9fや風土.をやかしたもの生かしていこ

うと考えておられるのかがか;わってきました。

町長さんや森のようちえんの代表者である西村-

さんの話を|剖いていても、 Mか今後の子どもた

ちの事をJ5・えておられると感じました。

また、 l~iJ'1先では本当に品M、く迎えていただ

き、民iJ'1先の方の経験談や考えを1mくことで、

就職活動をする前にお訴を1mけて良かったと思

いました。 今大事なH年J~Jではありますが本当に

今後の人生で大切なことを学んだように感じま

した。郎会にはない村頭118.の良さを存分に!感じ

ることができ 、 今後の前動に~I:.かしていけたら

と思います。

「いろりの家Jでは良薬会の皆さんに豆腐作りを教わり、い
ろりを図んでたっぷりとおZ吉を伺いました



山口美佳

(社会学部社会学科 1年次生)

私はこの国内体験を通して、故郷の奈良県吉

野郡下市町が発展するための方法を考えた。

まず、智頭11汀のまちづくりの取り組みを述べ

る。ひとつは、外部から多くの人を呼び込む取

り組みだ。例えば、民泊体験、石谷家住宅の一

般公開がある。ふたつめは、住民が自らまちづ

くりに参加する環境づくりだ。智頭IIITでは、i1-1 

本 1/0村おこし運動jを実施している。この運

動は、集落や地区の事業 ・活動に対してrllJが助

成金などで支援する運動である。

その一方で・、下iIiIIrJ・は外部から来る人を拒む

文化がある。また、住民が和極的にまちづくり

に参加できる環境がない。このように、下市町

はまちづくりに必要な条件を満たしていない。

では、どうすればいいのか。林業の衰退とい

う同じ問題を抱えている町で林業発展のために

協力するべきだと私は思う。特に智頭11可はかつ

て林業で栄えてきたIIITであり、下市町も吉野杉

という林業で栄えてき ことから共通)，1，(がある。

さらに、林:業は日本全体のIlij組であるので、下

市118-と智頭118-の協力は、日本の林業の発展につ

ながると思う。

山形地区の皆さんに作り方を教わりました。 ドラム缶で焼
いたピザはとてもおいしかったです

吉川伸哉

(社会学部社会学科 1年次生)

今回の国内体験プログラムは地方都市の新し

い事業を積極的に行っている鳥取県智頭町に行

くものだ、っ た。 聞き ~I :: き、役場ーの方々とのデイ

スカッション、民泊、 l町長さんのお話、地域の

保存会の方々のお話、色々な方の色々な話を聞

いて智頭11町を何とか良いものにしていこうと努

力しておられる姿や思いを見させていただい

た。間き告:きをはじめとして先人が残してきた

体験学習プログラム

ま11忠を文章化して後世に残していくことの重要

性も聞かせていただいた。智ID'!II汀は町民と行政

が一つになって11町の行く先を決めていたことも

強く印象に残った。広大な山林を使った森林セ

ラピ一、森のようちえんをはじめとした美しい

山間の型山の風景や地元で、生産した食材は都会

でのス トレス社会から逃れるための疎開の町と

いう存在の重要な要素であり、まさにij没後の成

長の中で拾ててきた古き良き日本を再現しよう

としている。Iターンや智頭町に愛着を持った

人が都会から移り住んでくるようにこれからは

田舎の魅力が少しずつでも確実に広まっていく

のかもしれない。

智頭町の若手職員さん4人から施策のお話を聞き、その後
にグループディスカッション

引率教員講評

清水万由子 (政策学部講師)

今年度の圏内体験学習プログラムは、昨年度

とは典なり厳冬期jの実施となりました。雪深い

2 )~の智頭町で、都会っ子の学生15人を引き連

れて、どんな体験学科が可能なのだろうか?

期待と不安のrl'でボランテ イアコーデイネー

ターの古津さんと打合せを重ね、 1月には下見

を行って智到IIIJの方々にアドバイスをいただ

き、 3ii'I4日のプログラムが出来上がりました。

地域を知ろうとする際に4日間はあまりにも短

いと言わざるを得ませんが、際立った成栄が見

られるまちづくりの取組みを中心に、短時間で

もその本質を翌日j昨できるように各所で地元の

方々が対応してくださいました。

4 H I/:jを振り返り、「地域が人を育てるJと

いうことを改めて実感しました。fJユの村には村・

仕事や寄り合いや、いろいろな付・き合いがあり、

お五いに支えあって非らしていました。学校な

ど行かなくても、村の1:1-1で上の世代から教えて

もらって仕事を覚え、人什き合いを覚えていく。
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現在の人材育成はすっかり様変わりし、人材育

成は学校の専売特許かのよう に思われる風潮が

あるように思います。たった4日11日でしたが、

学生は智頭IlD'で界ら してきた人生の先輩たち

に、たくさんのことを教えてもらいました。教

科書には書いていない、山仕事の名人の人生。

おらが村・のことを考え続けた人生。そこへ行か

なければ触れることのできない空気、水、土、

食べ物、人、鹿史。今はまだ、それらが整理さ

れないままに参加者の記憶の中に湘まっている

のかもしれません。これから、自分が暮らす地

域で、あるいは述う地域を訪れたとき、そして

誰かの人生の物部に接したとき、き っと智頭11可

で得たものが再び蘇り、彼らの背中をそっと判l

してくれることを願っています。

慣れない環境と初めての経験でいっぱいの、

凝縮したプログラムで、学生たちには少々過酷

かと心配しましたが、杷廷でした。若者はたく

ましく、最後まで自分の身体と心をフル稼働さ

せて学びきってくれたと思います。
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このプログラムが智朗町の皆さんの全面的な

ご協力のもとに実施することができましたこと

を、 心よりお礼申し上げます。本学学生との交

流の中で、も しも智頭11町の皆さんにとっても新

たな発見や喜びがあったとすれば、それも本プ

ログラムのたいへん重要な成果であり、引率教

員として望外の喜びです。ありがとうございま

した。

智頭町若手職員の皆さんと直接Bi5をする機会を作っていた
だき、貴重な経験ができました



体験学習プログラム

0夏季海外体験学習プログラム/アメリカ合衆国(グアム)・パラオ共和国[夏季]

-参加学生

東 由梨(文学部英語英米文学科 2年次生) 木曽 l臥:r.m(短期大学 社会福祉学科 21下次生)

塩見百合子(社会学部 臨床福祉学科 3年次生) 辻 i卓志(政策学部政策学科 l年次生)

寺田 氏優(国際文化学部国際文化学科 3if次生) 1:j.1林 紀子 (文学部英語英米文学科 2年次生)

前回夏奈子 (経済学部 国際経済学科 2年次生)

.引率教員、テーマ

松島 泰勝 教授(経済学部)i島帆社会における自立と共生を考える」

.行 程
1=1 私! 場 所 時 1111 活動内容

8月7日 (水) 関西国際空港 11 : 15 !.1st，-、ユナイテ ッド航空にて空路グアムへ
グアム 16: 00 グアム;{f

17: 00 ホテルJf [グアムiドIJ

8月8日 (木) グアム 08: 30 グアム大学学生と 「パガットJへのハイキング
18: 00 グアム政府脱他民地化委員会事務局長宅にてバーベキュー

[グアム泊]

8月9日 (金) ク事アム 09: 00 グアム政府のl悦舵民地化委員会事務局長に対するインタビュー
II : 00 グアム大学授業参加、昼食、 交流49:
午後 スーパーやアウ トレッ ト等の商業施設の見学 {グアム泊]

8月10日 (土) グアム 09: 00 イパオピーチ ・GVB訪問
ピーチにてゴミ拾いのボランテイ ア

10: 00 ぬ内のパスツアーへ アガナのチャモロピレ ッジ、スペ

イン広場等、イナラハンのグアム歴史村、マゼランの上

陸地等、グアム博物館等見学

22・10 仮IIK後、パラオへ出発

8月11日 (上1) /~ラオ 00: 35 パラオボf 仮III~

10: 00 エコツアーに参加! {パラオiEIJ
8月12R (片) ノTラオ 終日 JICAパラオ事務所、 日本大使館L台間大使館、パラオ鋭

光川への訪問、 インタビュー [パラオi向]
8月13日(火) パフオ 午前 Palau Community Collegeの学生との交流

午後 パラオ政府庁舎への訪問、立見交換

。〈 空港へ移動

8月l4日 (水) パラオ 02: 30 パラオ1e
05: 35 グアム必

07・15 グアム先 空路l刻附空港へ
関西国際空港 10 : 15 |期間空港治、 JfJft散
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東由梨

(文学部英語英米文学科 2年次生)

Jれてまず、私が思っていたよりもパラオ ・
グアムの繋がりが強いことに鷲きました。グア

ム・パラオへは観光栄がとても並袈な位世を占

めています。その主となる観光客は日本人です。

グアムは、去年130万人もの観光客が訪れまし

たが、その1-1-1の100万人が日本人だそうです。

Ilffを歩けば、どこでも 日本部が自に入ります。

それだけ、日本に親しみを抱いてくれているの

だろうと、うれしく感じました。

しかし、 li批争時の日本カ苛Uしてしまった悲し

い逃去を知り、表町だけを知るのではなく、過

去を知り、考なければなれないと感じました。

このプログラムで一番のお土産となったの

は、世界に対する興味と英語へのな欲で、す。こ

の気持ちと経験をいつまでも忘れず、これから

も挑i践していきたいです。

太平洋戦争記念館の前での織影
黒い治水艇のようなものは、戦争時代の人間魚雷

木曽麻理

(短期学部社会福祉学科 2年次生)

私は今夏、海外体験学習プログラムでアメリ

カ合衆国(グアム)・パラオ共和国に行って、

たくさんの人と|剥わることで、国際交流を実現

することが出来た。また、アメリカ合衆国 (グ

アム)・パラオ共和国の経済問題、政治問題、

環境問題について様々な知識を身に付けるとと

もに、日本との関係についても詳しく学ぶこと

が出来た。私たちはボランティアとしてイパオ

ピーチの美化活動を行ったが、観光地であるた

め様々な人が訪れるピーチはゴミが多く、自然

を守り保護していくことが重裂である。国際交

流としては、グアム大学生には円本語を話せる

学生も少人数おり、日本との|瑚係の深さに驚い

たとともに、国境を越えて関わることの大切さ

を学んだ。パラオの学生の中には日本の大学に

行きたいという学生もいて、もっと留学生制度

が整うことが必要ではないかと思った。

グアム大学の学生とグループに分かれて英認で意見交換を
行っているところ

塩見百合子

(社会学部 臨床福祉学科 3年次生)

本プログラムに参加して、グアム、パラオで

貴重な体験ができ、学ぶことがあった。

グアムでは、昔のグアムの観光はショッピン

グや仰で泳ぐことが1-1的の単純な観光だった

が、現在はチャモロ人やチャモロ文化と触れ合

うようなグアムの鹿史を観光する形に変わって

きていることを知った。そして、 今回、グアム

のイパオピーチでゴミ拾いのボランティア活動

をしたが、ゴミの多さに驚いた。グアムの住民、

観光客共にマナーを守る大切さを広めていく必

要があると感じた。

パラオでは、パラオの人々が環境はパラオの

資源であり財産であると感じている。現在の美

しいパラオの環境を苛エっていくことが一番大切

なことであり優先することであるため、もっと

たくさんの観光客に来てほしいのだが、環境を

守ることを第一優先に考えていく中で、 自然に

観光客が増えていってほしいとパラオの人々は

言っていた。ここまでして環境を第一に考え

守っている国があることを初めて知った。

グアムのイパオピーチにてコミ拾いのボランティア活動を

しているところ



辻淳志

(政策学部政策学科 1年次生)

私は今回の海外体験学習プログラムに参加す

るに当たり、 1つのテーマを持っていました。

地域や島全体の活性化の面において、 2つの小

さな島であるグアムとパラオは観光によって支

えられていて、それぞれの工夫を知り、 今後の

学びに活かしたいと思い参加しました。

グアムとパラオが決定的に追うのは、グアム

はこれまで観光による収入を第一に考えて観光

のために開発をしすぎて自然を壊してしまった

のに対し、パラオは観光よりも環境保護を優先

的に考えています。そのため税が高く設定され

ています。逆に、それが観光客を引き付けてい

ます。また、そのような努力からユネスコの自

然遺産に登録され更なる観光客の増加が期待さ

れています。

私はこのプログラムに参加し様々なことを学

びました。中でも、同じ観光地でも考え方の追

いがあることから、様々な活性化の方法があり

その地域に応じた政策を行っていく必要がある

と思いました。

パラオの日本大使館を訪れたときの写真
大使館g務局長に話を聞いているところ

寺田民優

(国際文化学部 国際文化学科 3年次生)

日本は近頃、海外のメディ アで非難されるこ

とが多くなったように思います。しかし、今回

私たちが訪れたグアム、パラオは日本を快く受

け入れてくれる場所でした。日本のがl'制と同じ

問題を抱えており、親近!さを感じていました。

日本がアジアのリ ーダーになってほしいと思っ

てく れていました。日本の手助けがその地の重

要な生活の一部になっていま した。 I~I分の住ん

でいる国が親しく思ってもらえることを路しく

体験学習プログラム

思いました。

そして、今阿のプログラムでは、グアムの未

来のために尽力している方へのインタビュー

や、米m:~地予定地のハイキング、 パラオ大統

領へのインタビュー、 11本の ODAの成来など、

制光では体験できないことをたくさん体験する

ことができ、大変質重なl時1111になりました。

日本のOOAで作られた学習机や椅子など

中林紀子

(文学部英語英米文学科 2年次生)

海外体験学習プログラムを通じて、グアムと

パラオの政府や観光局などの訪問で、~守に印象

に残ったのは、!悦植民地委只会局長のエドワー

ド・アルパレスさんとパラオの大統領であるレ

メンゲサウ大統領のインタビューで、経済状況

や円本との|拘わり、観光業について、環境保護

について聞いたことです。パラオでもグアムと

同様に観光同訪問をし、 そこで・印象に伐ってい

るのは観光局の方たちは「パラオの1!1'躍はこの

美しい自然であり、今後伊.端な発展は望んでい

ない。」とおっしゃっていたことです。観光で

利採を上げるために自然を犠牲にして近代化を

進めるのではなく、何よりも一番に自然を大事

にするという姿勢に鷲き非常にすばらしいと感

グアムのイパオビーチでのゴミ拾いの清掃活動ボランティア
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じました。 グアム大学、Palaucommunity 

coJlegeの学生との交流では、 1:1本の大学より

もかなり l隔の広い年齢層で驚きました。みんな

勉強熱心な学生ばかりで感心しました。

前田夏奈子

(経済学部 2年次生)

日本との関係がfl~~rrtいグアム、パラオ。 環境

保設に和極的であり素晴ら しい自然を誇ってい

る。また主要産業が観光業といわれるほど観光

業が盛んであ り、日本人が多く訪れる場所でも

あり 2つの烏は共通していることが多い。リ

ゾート地として蔀・やかな街に見られるが、現地

の人々からすると全く異なる街である。米国か

らの支配が強く、経済的にも政治的にも多く の

問題を抱えている。

2つの烏の現状や経済状況について、国や州

のトップの方との意見交換から様々なl誌の姿が

見えてきた。米国から戦後文配されてきた双方

であるが、パラオは独立に成功し、 グアムは未

だ米国の自治属領地とされている。独立から何

を目指すのか。また独立による利益や影響は何

であるのか。 J~'重な意見をたくさん聞くことが

でき、島の姿を見ることができた。

グアム政府脱値民地化委員会移務局長との意見交換



体験学習プログラム

0海外体験学習プログラム/タイ王国{夏季]

-参)JII学生

赤本真.美(経営学部経営学科 3年次生) 伊藤 宏樹 (経済学部国際経済学科 3年次生)

定藤 定、(社会学部 臨床福祉学科 l年次生) 曽我 夏希 (理工学部環境ソリューション工学科 l年抗生)

日尾 桃子(国際文化学部国際文化学科 1年次生) 野木 悠紀 (社会学部臨床稿祉学科 3年次生)

安江彩夏(社会学部地域福祉学科 l 年次~I:) 山本冨美子 (文学部哲学科 2(，;1::次生)

ー企画団体、テーマ

特定非営利活動法人 Link ・森と水と人をつなぐ会
「森にくらす人々と過ごす一週間 ~北タイのくらし、村-の知恵に学ぶ~J

.行 智ー
日 ヰ2 場 i"iJf 時間

9月2日(月) 関西国際空港 11 : 45 
ノ〈ンコク 15: 35 

17: 20 

チェンマイ 18: 30 

9月3日(火) ホアフ ァイ村 終日

9月4B (水) ホアファイ村 終日

9月5日(木) ホアフ ァイ村 終日

9月6R (金) ホアフ ァイ村 終1I
チェンライ

9月7日(上) チェンマイ

19: 20 
ノ〈ンコク 20: 30 

23: 30 

9月8日(rI) 関西国際空港 7: 00 

赤本真美

(経営学部経営学科 3年次生)

この海外体験学習プログラムでは、北タイの

文化に存分にちえることができた。中でも、ディ

ナープロジェクトやホームステイでの生活か

ら、自然との共生の大変さ、重要さを感じるこ

とができ、またホームステイ先で生活を してい

く中で、日本での生活を客観的な視点から考え

ることもできた。そのことにより 、環境問題に

対する姿勢もより自分に近いものとなったよう

に感じる。村人たちは決して楽ではない生活で

活動内容

集合、タイ航空にて杢路バンコクへ

バンコク着

空路チェンマイへ

チェンマイ尻、ホテルへ移動 {チェンマイ泊l
チェンマイ市内からホアファイ村へ陸路移動

大11然の中で森とくらしを寸:ろうとする人々や、それを支
援する Linkの活動について、現場ではて1mいて j~に考え

る [ホームステイ]

村人と共に傑や畑から食材を調達し、-rIかけてディナー

を{'i'るプロジェクト、通称 “デイナプロ'・ を;A施

[ホームステイ]

ホームステイ先の少数民族パカニョ ーの文化にたっぷり

と?;(る織物体験等 [ホームステイ]

タイ ・ピルマ ・ラオス国境へ

さまざまな民族の村を抜けてチェンライへ陸路移動

[M∞n & Sun Hotel i自]
ワッ トロンクンを見学後、チェンマイ司iへ移動

ツアー全体の振り返り、まとめ

夕食後、チェンマイ空港へ

チェンマイ発

バンコク恭

バンコク発 空路|刻西空港へ

関西空港治、解散

あるはずなのに迎え

入れてくれ、ホーム

ステイで不自由さは

何一つ感じることが

なかった。彼らの文

化を守りつつも経済

的にもう少し余裕の

ある生活を送ってほ

しいという思いが強

くなったと同時に、

村での体験を迎して、

[機Ij'i自]

ホイポン集落でのディナープロ
ジェク卜の様子
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多少ではあるが、その思いを村人のニーズに近

いものに具体化できたのではないかと思う。

伊藤宏樹

(経清学部 国際経済学科 3年次生)

何が正しいかはわからない。しかし、 今の日

本の文化に危機感を持ったのは事実だ。

私は今まで鶏を食べてきた。だが、生きてい

る鶏を殺し、毛を抜き、食べられる状態にした

ことは今まで一度もなかった。実際体験したこ

とはあまりにもショックであり想像以上だ、った

のだ。しかし、生きていた新鮮な食材をすぐに

食べられることや、自給自足の食生活に魅力を

感じるようになったのも事実である。人rllJ本来

の姿が「幸布uである と感じたのかもしれない。
日本が昔感じていた「幸福Jを体験できたのは、
とてもよかった。そして、現在感じている「幸

制Jの常識との述いを今回のホームステイを過
して経験した。私にも正解はわからない。一見

無駄のない効率的な社会である日本。しかし、

その日本で当たり前と考えられている「幸相J
の思想は、必ずしも正解ではなかった。このこ

とに気づけたことが、 i品-大の学びであったと感

じる。

精米しているところ

定藤恵

(社会学部 臨床福祉学科 1年次生)

私がタイで・印象に残ったことの中から、いく

つか主なものを紹介します。タイと日本の生活

で大きく迷うところは、物質的なものだけでし

た。タイの人々の心の中には、仏教的な思想に

基づいた心の泣かさがあったと思います。お金

や時間にとらわれることなく、早寝早起きの規

則正しい生活をして、 自分たちの食料は自分た

ちで手に入れ、村人全員で田植え ・稲刈りをし

て、雨が降れば家のl宇Iで機織りをし、 一緒にご

飯を食べる。それが一番人らしい生活なのだと

思いました。必要以上に利益を求めない生活の

仕方は、どんな先進国よりも、 最先端の生き方

のように感じます。しかし、私自身も心の持ち

方で、日本でも同じように豊かな生活が送れる

と思いました。物質的なものに頼るのではなく、

人とのつながりを一番に考えて生活すれば、

もっと心豊かに充実した生活を送れるのではな

いかと思います。

自給自足ということで鶏を自分たちが食べられる状鍛にする

曽我夏希

(理工学部 環境ソリユーション工学科 1年次生)

私はタイという図は、笑顔が多くて優しい国

だというイメージを持っていました。そのイ

メージは正しかったと、ホームステイ先の村・で

う〉かりました。ホイポン村ーにホームステイをし

た時、初めて会っても笑顔で挨拶をしてくれる

人がたくさんいました。ホームステイ先でも、

言葉がほとんど通じない私に、本を見ながら一

生懸命会話をしようと努力してくれま した。

村ιこ滞在して一番驚いたことは、村全体が家
族のように付き合っているということです。そ

れは日本の田舎の様ですが、私のイメージする

日本の|壬|舎の人付き合いではありませんでし

た。ホームステイをしていると、私が泊まって

いる家の家族ではない人が家の中に普通に座っ

て話をしています。

日本とは全く違う場所に来たと実感しました

が、迫いだけを感じたわけで、はありません。主

食としている米は日本と同じうるち米でした。



子どもたちの笑顔も 日本と同じでした。

精米をした後、白米以外を下に落としているところ
ぬかは後で豚や淘の餌になる

高尾桃子

(国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

ホームステイでは、言葉がわからなくても、

伝えようとする気持ち、相手を理解しようとす

る気持ちがあれば通じ合えるのだということを

実感した。また、村人たちの暮らしを見て感じ

たことは、村の人たちの生活に "貧困"という

言葉は合わないということだ。なぜなら、美し

い自然に忠まれ、そこに生きる人々はいつも笑

顔で前向きで、貧しさ故に困っているようには

見えなかったからだ。ものやiik新の技術がない

ことが、貧しい、かわいそうということには決

して結びつかないのだと思った。ディナープロ

ジ.ェクトでは、森から食材を調達することから

始まり、一日かけてその日のご飯を作った。村

人たちの生活が、いかに自然と強く結びついて

いるかを体験した。

このスタデイツアーを通して、村-人たちのよ

うに、 相手の迷いを受け入れること、周りの人

お菓子作りに使うココナッツの中身を削っているところ

体験学習プログラム

とのつながりを大切にすること、そして、今の

生前の中に幸せを見出すことが、平和につなが

るのではないかと思った。

野木悠紀

(社会学部 臨床福祉学科 3年次生)

北タイのホームステイを通して、 家族問や地

域1111の燃がりを学びたいと思っていた。まるで

村全体が一つの親戚のようで、お互いがお互い

を支え合いながら、暮らしていた。これは、過

疎化が進む日本でも、背はみられた光公である。

タイの村はお湯も出ないし、道も砂利道である。

しかしその村でも日本と|百lじように子どもたち

は笑い、森に行けば説日に食料もある。日本よ

りも経済的に厳しいはずなのに、 幸福度は向い

状況だった。

円本は、タイの森の木々を多く輸入し無駄に

多く消費している。今問訪れた村-人が毎日生き

るために共に共生している森を、私たちは少し

ずつ削っていたのだ。H本人は圏外の自然に多

く支えられて今の生活の質を保っている。私述

は、 リデユース(無駄を無くし、必要以上の生

産や消費を防ぐ)精神で生活していくことが大

切であると気づかされた。自然を壊すことは簡

単だが、取り戻すのは難しいということを型肝

していかなければならない。

村人に教えてもらいながら後織りでコースターを作っている。
村に住む女性の現金収入の一つである

安江彩夏

(社会学部地域福祉学科1年次生)

私が今回のツアーに参加した目的は、主に2

つある。1つ|二|は、ここで学んだ経験を今自分

が携わっている子どもたちに伝えること。そし

て私は柿祉に興味を持っているため、プログラ

ムの"1のホームステイなどから、家族の在り方、
人々のつながりを学ぶことであった。
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実際、自に見えるように伝わってくる強くて

固い人と人とのつながり、また人と人だけでな

く森や動物たちも含め村全体のつながりを感じ

ることができた。その他にも、森が壊れていく

メカニズム、自然災害との関係性、森を守るた

めに命がけで活動した人々の努力、そして森を

守らなければならない大切さ、森と共に生きる

ということ、自分たちの生活とはまるで追う

人々の暮らし、そこで暮らす人々の笑顔と温か

さ、ここでの経験は自分の中で最高のものと

なった。今回のプログラム参加において協力し

てくださった全ての人たち、また一緒に素IIi'fら

しい体験をした刊'1mに感謝したい。

村人と共に食料を誠遼、調理をする[ディナープロジェクトj
で村人から料理を教わっているところ

山本富美子

(文学部哲学科 2年次生)

私は貧困地とは、お金はもちろん食べ物や電

気もなく苦しい生活をしているイメージを少な

からず持っていた。しかし、今回ホイポン集落

でのホームステイにより感じたこと、それは笑

顔と活気に溢れた生活をしていたということで

ある。確かに収入はほとんどなく、お金は一般

的に少ないと言えるかもしれない。だが、村ー人

たちは、常に笑顔で村全体が一つの家族のよう

に1111け、支え合い、自然に溢れた環境を守り、

資源を無駄にすることなく生活をしていた。誰

ひとり苦しそうな顔を見せず、村ー人たちの強い

繋がりが自に見えるほど実感できた。本当にこ

こが貧困地なのか。とても私には理解できず、

むしろ技術だけが発展していき資源を無駄にし

たり、人間|剥係が希薄になってきたりしている

今の世の中が、最も理想;!とすべき姿なのではな

いかと感じた。貧困とは何か、改めて難しい問

題だと感じたが、答えを探していくのと同時に

たくさんの質量な経験ができたことに改めて感

謝したい。

Lニーー-ー一
村人と一緒にバナナを婦げたお菓子を作っているところ



体験学習プログラム

0海外体験学習プログラム/フィリピン共和国[春季]

-参加学生

河野 遥芥(国際文化学部国際文化学科 1 {j::次生) 山間 愛(社会学部 臨床福祉学利 l年次生)

長江健太(経済学部国際経済学科 2年次生) 藤代 ，ι保 (国際文化学部 間際文化学科 l 年次生)
紙型f智子(政策学部政策学科 2年次生) 旧|山 信1ft(社会学部地域稿祉学科 3 年次~)

村上桃子(社会学部社会学科 2年次生) 若林美帆(社会学部社会学科 2年次生)

-引率教只、テーマ

笠井 賢紀 講師(社会学部)rフィリピンで学ぶピープル・パワー」

-行程

H ね 場 il1r l時 IHJ 活動内平等

3J-J 5日 (水) 関西国際空港 09: 55 集合、空路へ

マニラ市若 13: 20 ニノイ ・アキノ|玉l際空港治、ホテルへ

ケソン市 フィリピン大学ディリマン校散策 [ケソンdiiO]

3月6日 (木) ケソン市 !F-ljir ケソン市役所コミュニティ!剣道U，J訪問

'ft:変 ケソン市パランガイ・タラヤン、パランガイ・タタロン散

:U~ (スラムでの生活)

i'l治体首長インタピュー (パタンガイ ・タラヤン、パラン

ガイ ・サントドミンゴ) [ケソンilii白]

3)J 7 R (金) ケソン市 !fliij パランガイ・パヤタスの学校パアララン ・パンタオ訪IlIj

マカティ市 午後 マカティ(商業地区)の悦察、社会的企業ユニカセ訪IIlj

[マカテイ市i自]

3Jl8日 (よ) マカティ市 午liij オーロラ州バレール町へ移動

パレール町 午後 パレール教会訪問、教会附属のカレッジでJ受業聴講

[バレール市i白]

3月9n (11) パレール町 終11 バ レール市でキリスト教組織訪mJ(教会とパランガイ ・ザ

パリ、パランガイ ・ピギンの戸5J1]ilJi 1mインタピュー)

[バレールdi泊]

3月10口 (月) I~ レール町 !flitr オーロラ州知事表敬訪問

マニラ市 午後 マニラ市へ移動 [マニラiliiil]

3月1111(火) マニフ市 Lfijij イントラムロスで朕史学:判 (サンチャゴ'u浪、サンアグス

ティン大型堂など)

!I:後 サントトマス大学:訪Illj [マニラdiilJ]I 
3 )~ 12円 (水) マニラ市発 12: 35 ニノイ ・アキノ国際空港itf

関西国際空港 14 : 35 フィ リピン航空にて|対セへ

19: 20 |則阿空港泊、解散

※パランガイはフィリピンの基礎自治体で市または"汀の下に位置する
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河野遥香

(国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

今回の海外体験学習プログラムで11¥会った人

たちの中で特に印象的で、あったのが、タタロン

のエ リアコーディネーターであるミリンさん

と、 ユニカセのジ、ェネラlレマネージャーを務め

てし、らっしゃるql村八千代さんだ。このお二人

には共通する部分がある。それは111¥会った人、

一人一人にきちんと向きあって、話をIlAくJと
いうことである。話をIlHくことで信頼関係が生

まれ、ihtいつながりが生まれ、つながった人た

ちが皆、笑顔になる、そんな風に感じた。また、

信頼関係を築くことの難しさを学ぶと同時に、

そこにはフィリピンの人たちのパワーが詰まっ

ていると感じた。今回の体験学習でたくさんの

人たちとの「奇跡Jと言える出会い、つながり
の中に自分たちもいるということを!感じ、この

つながりをこれからも大事にしていきたい。

ミリンさんにタタロンを案内していただいているところ

高岡 愛

(社会学部臨床福祉学科 1年次生)

「貧困|!!日出J1スラム街」 ー・テレビの|映像でし
か見たことのない、ましてフィリピンが大きな

貧困問題を抱えていることすらほとんど知らな

かった私にとって、この海外体験学判プログラ

ムは本当に貴重な経験になりました。普通の旅

行では行くことのない場所にたくさん行かせて

もらい、様々な景色を見て、たくさんの人と交

流することが出来ました。フィリピンの富裕!門

と貧困層の生活のギャップは想像以上に大き

く、見てすぐ分かるものでした。貧困陪区域の

i政策はとても印象に残っています。お金になる

ゴミとそうでないゴミを分別している人、 IIIJで

売るための商品を作っている人、それぞれがIYJ

1-1を生きるために強く生きていることを学びま

した。また、区域住民同士が家族の枠を超えて

支え合いながら生前している姿や区域住民と行

政の良い|則係性を女11り、人と人との繋がりがそ

こで懸命に生きる人たちの生活を支えているよ

うに感じました。

この海外体験学習プログラムで学んだことを

一人でも多くの人に伝えていきたいです。

花飾りをつくる女性たちとの交流の機子

長江 健太

(経済学部 国際経済学科 2年次生)

今回のフィリピンでの8口IHJは、そこで暮ら

す人たちのライフスタイ lレに若目した。

者15市部では富裕J凶と貧困府が共存していた。

裕柿な家庭で暮らす人々は自分の家の塀を高く

設世し、お手伝いさんを思い、自家用車を所有

している。その一方で、そうした宮桁府の住む

地域を一歩出ると、スラムとH乎ばれる貧困層が

居住する過常化した地区がある。富裕用と貧困

層1111のライフスタイルのギャップは一目|瞭然で

あり、同じ図、同じ地域内でもここまで違うも

のかと驚鰐した。また、そのライフスタイルの

ギャップを納めるために尽力されている方々が

たくさんいるということもまIJった。

今回の旅全体を迎して感じたのは、そこに住

パランガイタタロンを散策中、CROのミ リンさんが現地の
方と会話している様子



む人々の“ホスピタリティ"、そして“ビープlレ・

パワー"である。訪れる先々で出会う方は皆親

切に対応して下さり質疑応答もしやすかった。

また、貧困などの諸問題に兵撃に向かい合い、

その改善に尽力される方々の姿はとても印象的

だった。

藤代志保

(国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

大学に入学する前から、 ドキュメント番組で

家族のために働き、学校に通っていない、 自分

よりもはるかに若い子どもたちがいることを

知ったのが始ま りで、貧困の問題に興味を持ち、

大学に進学してからはテレビで見るだけではな

く、実際に貧困の問題を抱える国を訪れようと

決めていた。

この海外体験学習プログラムでゴミ山付近の

学校、スラム街、田舎町などフィリピンの様々

な場所を訪れ、自分がフィ リピンに住む貧困府

の方々に何もすることができないということを

揃感し、ショックを受けた。しかし、その中で

小さなことでも何か出来ることがあるならばし

たい。その「何かJを考えることが次の謀題で

ある。学校に通えていること、生活をするのに

お金に困っていないことなど、 今までも当たり

前ではないと分かっていたが、フィリピンで実

際に多くの方々にお会いし、話すことで今の自

分の状況が当たり前ではないということを再認

識することができ、私に今できることを精一杯

しようと思う事が出来た。

貧困層の人々の暮らしを視察するためにタタ ロンを訪れ、
解説を聞いている織子

星野 智子

(政策学部 政策学科 2年次生)

フィリピンの「ピープル ・パワーJという言

葉に興味を持ち、参加を決めた海外体験学:習プ

体験学習プログラム

ログラムだ、ったが、現地の人々、l人1人の考

え方や生き方に心を動かされる 1週間だった。

首都圏の大きな組織から、そうで・ない小さな基

礎自治体レベJレの住民組織までを訪れ、行く

先々で人々のライフスタイルの追いや、考え方

の違いを学んだ。「発展途上国」を一元的な見

方しかできていなかった自分にとって、実際に

そこで暮らす人々と直接会話をし、コミュニ

ケーションを取れたこと はと ても貴重な経験

だった。ありきたりなのかもしれないが、自分

の中での「発展途上国Jのイメージは大きく変
わったと言える。出会った人々 は皆、過去の自

分に起こった株々な苦難を乗り越えて、今と向

き合っていた。誰もが前向きな考えを持ってい

て、今後この国がどのように変わっていくのか、

その過程で自分は日本人として何ができるのか

を考え統けたいと思う。

タラヤンパランガイの視察

固山 信世

(社会学部地域福祉学科 3年次生)

春季海外体験学習プログラムに参加し、「フィ

リピンで学ぶピープル ・パワー」というテーマ

で3月5日から3月12日の旅程でフィリピンの

マニラ首都圏、オーロラナト|パレール町へ行った。

フィ リピンでピープル ・パワーというと、 1986

年のアキノ政権樹立にいたる 4日間の出来事を

指す「ピープル・パワー革命Jが出てくる。ピー
プル ・パワー革命やスペイン植民地時代など

フィ リピンの歴史や文化について学んだのはも

ちろんのこと、スラムや商業地区、農村、漁村・、

市役所なと守いろいろな場所を見学 ・ 訪問する ~IJ

でフィ リピンに住む人々の力強さを学んだ旅で

もあった。プログラムの中で特にマニラ首都圏

内で訪問したケソ ン市役所で聞いた反貧困事業

の話とフィリピンと日本の食事の速いが印象に

91 



2013年度活動概要第二部

92 

残っている。

ケソン市役所にて CROの総員の方からプレゼンテーション
を受けている様子

村上桃子

(社会学部社会学科 2年次生)

フィ リピンで過ごした8日間はとても充実し

た素H青らしい日々だ、った。多くのコミュニテイ

を訪問した1:1:1で、そこで暮らす人たちは貧困層

とH宇ばれるような生活を送っていても、誇りを

失わずに日々を懸命に生きていることを知っ

た。支援をする人たちもただ助けるだけでなく、

その人たち自身で生きていくための支援を行っ

ていて、尊厳を持つことの大切さを学んだ。一

人一人が自ら動こうとする意志があったからこ

そ、フィリピンは大きな革命を起こすことがで

きたのだろうと実感した。同じフィ リピンのlや

でも住んで、いる土地や信じている宗派等によっ

てさまざまな違いがある。色々な暮らしを見て

きて、やはりみんな自らのことや家族、住んで、

いる土地等にイ可かしらの誇りを持っているんだ

と感じた。

オーロラ州知窃から客員縁等の説明を受けている時の綴子

若林美帆

(社会学部社会学科 2年次生)

フィ リピンでの榔外体験学習は、貴重な出会

いと経験ばかりだ‘った。1日1日が充実してお

り、毎日多くのことを学び、 iJ~密な H寺聞を過ご

した。

私たちは、フィリピン滞在3日目にケソン市

のパヤタスにある学校、パアラランパンタオを

訪れた。パヤタスには産業廃棄物処理場・ごみ

山がある。私たちは子ども達の活動に参加した

り、 日本の手遊び歌を教えたり して交流した。

パアラランパンタオの校長 ・レテイさんにお話

を伺い、フィ リピンにおける学位と貧困の|剥係

を学んだ。

また、こうした貧しい地域 ・家庭で育った背

少年の雇用を創出し、自立を促すためにマニラ

で社会的企業「ユニカセ」を経営している中村

八千代さんという日本人女性のお話を伺うこと

が出来た。

人との出会いから多くのことを学んだ8日間

だ、った。多くの出会いに感謝し、この体験学習

で学んだことを今後にいかしたい。

子ども逮に日本の手遊び歌「アルプス一方尺Jを教えている

引率教員講評

笠井賢紀(社会学部講師)

「ピープル・パワー」とは1986年のマルコス

独裁政権崩壊を噂いたエドサ革命で・の人民の力

を表すものであった。ここで「人民」と書いた

ように、 国家レベルの政治に関する言葉として

理解されやすい。だが、今回の海外体験学習は

歴史的ことがらとしてのピープル ・パワーでは

なく、今まさに生活している人びとの力を学ぶ

旅である。今回の旅ではオーロラ州知事や抜数

のパランガイ ・キャプテン(村・長)、そしてカ

トリ ック司教が私たちに応じてくれたが、そう

した政治・宗教的に地位のある方たちだけから

学ぶのではない。ごみ拾いで生計を立てている

人、土地の所有権が不服かな場所で暮らす人、



過去に罪を犯してしまった人、そうした方たち

と直に接して学びを得る旅である。

ボランティア .NPO活動センター主催であ

りながら、いわゆるボランティア活動は組み込

まなかった。社会に対してボランタリーに何か

をするとはどういう ことなのか、それもやはり

人々から学生は学べると考えたからだ。単発の

ボランテイア活動は参加者にかりそめの高い充

実感を与えるがそれ以上でもそれ以下でもな

い。旅で達成感を感じるよりも、一定の1!¥fi力感

を感じるのが自然である。悩んだり動いたりし

ながら、その背しみを乗り越えようとする気づ

きと機会こそが体験学習で提供されるものであ

る。

簡単に旅程を振り返る。最初の3日間は、首

都圏で富裕層と貧困層の格差を目の当たりにす

る日々だ‘った。首長や行政職員の話を聞いた上

で地域を歩いて回り、さまざまな生業や不安定

な住環境についても学んだ。「明るい笑顔」ゃ

「貧しくても頑張って生きる人Jと美化するだ
けではどうしようもない現実を見た。中盤の3

日間は農山漁村が広がるオーロ ラ州の1"怖rlバ

レール町に滞在した。ここでは宗教の力に触れ

た。首都圏に戻ってからはイントラムロスを訪

問しフィリピンの歴史を学んだ。それにしても

この8日間、私たちを歓待し案内してくれた人、

地域で活躍している人たちの大半が女性だっ

た。参加学生8名のうち 7名が女性であり、彼

女たちにとっては「活躍する女性」像として、

また違った視点で見られたことだろう。

今回参加した8名の学生たちは、いずれも体

調不良になることもなく松終日まで心身ともに

健康だ、った。道中での意欲も極めて高く 、質疑

応答や会食の際には多くの素朴な凝聞や気つ3

について話が展開された。いわゆる「英語力」

よりも、さまざまな社会状況に関する知識や、

人の生活や思いを想像できる経験こそが重要で

体験学習プログラム

あることにも気がついたようだ。知識 ・経験は

一日に得られるものではなく、継続的な獲得の

ためには動機付けが必要になる。「日常」に引

き戻された学生たちのすべてに今回の体験学習

による動機付けがすぐに働くとは期待していな

いが、決して焦る必要は無い。10年後、20年後

に今日の経験が生きてくることもあるだろう。

学生だからこそできることもあれば、学生では

できないこともたくさんある。

参加学生たちには、人びとの生活をあまり美

しく語りすぎないでほしい。「貧しくても頑張っ

ているJと諮る前に、なぜ貧しいのか、なぜ頑
張らなければならないのか、大学という学問の

府にいる者として、そうした疑問から初めてほ

しい。とはいえ、人を動かすのはデータや論理

だけではない。現場を歩き、現場で語らったか

らこそ感じられたことを今回の旅に参加できな

かった友だちゃ家族にどんどん伝えてほしい。

伝えることも、急に訪れた私たちを溢れるばか

りのホスピタリティで迎えてくれたフィリピン

の人たちの思に報いるための、重要な一つの方

法だ。そしてもし、 一歩進んで、またフィリピ

ンに行きたい、またこの旅の仲間で何かしてみ

たいというときは、微力ながら引率の買を負っ

た者と して支えたいので気軽に戸を掛けてほ し

し、。

フィ リピン滞在最後の夜、お揃いのお土産を手に
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0海外体験学習プログラム/カンボジア王国{春季}

-参加学生

架W:涼平 (経済学部 国際経済学科 2 年次~I~) 江夏広太郎 (文学部仏教学科 4年次生)

川崎愛実(文学部英語英米文学科 2年次生) 木村大海(理工学部屯子情報学宇1. 1年次生)
ト一一

肯川 n樹 (経済学部 国際経済学科 2年次生) 牧 美里 (社会学部社会学科 HI三次生)

依田 匡!と(法学部法律学科 l年次生)

国企画団体、テーマ

特定非営利活動法人 テラ ・ルネッサンス 「地雷州から 『平和jを考えるj

.行 程
日 lJ. 場 所 H寺 mJ 活動内符

3月2日 ([1) 関西国際空港 08: 00 集合

ホーチミン若 14 : 10 

ホーチ ミン発 16 : 15 

プノンペン 17: 00 治後、ホテルへ [プノンペンil)J

3J13L1 (月) 'f前 カンボジア義j庇装兵士養成学校紡IIJJ、IFIゴミの山の近くに

ある VCAO迎常小学校訪問

午後 キエンクリエン車椅子工房見学 [プノンペンil'IJ

3J14L1 (火) プノンペン ιl~ lì臼 キリング・フィールド見学

午後 ト ウールスレ ン I~l物館見学

ノ〈ッタンノ〈ン バッタンパンへ移動 [バッタンパンil'lJ 

3 JJ 5日 (水) パイ リン 'Fliir MAG不発事ji撤去現場見学

午後 村吉}1Jf]発支援ロカプッス村訪問 ・交流 [パイ リ ン il~1J 

3月6日 (木) ノ〈ッタンノ〈ン IFiitr 村落1m発支援プレア ・プッ ト村訪111]・ 交流

午後 ピースフルチルドレンホーム日 (孤児院)訪問J.術泊

[バッタンパンi自]

3月7日 (金) /~ッ タン /"\ ン 午前 MAGバッ タンパン事務所、テラ ・ルネッサンス事務所訪1m

午後 シェムリアップへ移動

シェムリアップ 希望小学校訪問、アプサラダンス観賞、ナイトマーケット

{放策 [シェムリア ップ治]

3月8fI (土) !Fiitr アンコール トムとタ ・プロム遺跡飢光

午後 アンコールワ ット遺跡観光後、空港へ移動 [機中il~ J

シェム リアップ発 21 : 10 

ホーチ ミン着 22: 10 

3月9日(上1) ホーチミン発 00: 10 

関西国際空港苅 07: 00 関西空港治、解散
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粟津涼平

(経済学部 国際経済学科 2年次生)

，j:l、はカンボジアでのスタデイツアーで多くの

事を学んだ。その中でも印象的であるのは、地

711・が生み出す貧困問題である。カンボジアで多

くの地'rIi'の被害者に会い、その中には地lUに

よって片足を失い被持前より貸しい生活を余儀

なくされている家庭や、過去に地雷の被;i?にあ

いながらも地雷撤去をされている方など綿々で

あった。家政を養うために、地11;が即.まってい

ると知りながらも農地を開唱しなければならな

い状況など、カンボジアで多くの不条理!を日の

当たりにし、大きな術~容を受け n分の無)J :さに

憤りを感じた。そして地雷撤去の現場では、地

雷撤去の難しさや、 'iifに恐怖と|姥り介わせの壮

~Ji.であることなど地1!;撤去の作業日の方が詰っ

てくださった。地雷の怖さが作業日の方へのイ

ンタビューを通して伝わってきた。

私はこのスタデイツアーで見たもの聞いたも

の感じたものを一人でも多くの人に伝えていき

たい。この伝える事こそがスタディツアーに参

加した私たちの義務であると強く思う。

どくろが描かれた地雷区域を示す看板

江夏広太郎

(文学部仏教学科 4年次生)

地雷問題以外にも、小学校や孤児院を訪1111さ

せて頂き子ども述との交流を楽しんだり、ポル

ポ ト政権時代に大武虐殺が行われたキリング

フィ ールドの見学などで五感をフル所用しなが

ら本当に多くのことを学ばせてmきました。私
はあまりに多くのことを学び、カンボジアが抱

えている大きな問題を内分の肌で実感したこと

で、自分の訓のIj_jで挟思しきれずに、考えても

考えても良い答えが思い浮かばず、しんどくな

ることもありましたが、毎晩行われた夜のミー

体験学習プログラム

テイングで、参加者一人一人の熱い思いを全員

で共有，IB米たことで、他の人の考え方を長11り、

良い刺激を受けることができ、新しい制li航飢も

生まれました

今回の海外体験学刊プログラムで学ばせて頂

いたことを日本で多くの人に伝え、カンボジア

の全ての人々が安心して暮らせるようにU本で

も.'B来る支援を続けていきたいと強く 思いま

す。今i百|の海外体験学科プログラムはテラ・ル

ネッサンス様を始め、多くの)j々 の支えによっ

て無事に終えることが山来ました。このような

此正な学びの場を提供してmき、本当にありが
とうございました。

小学校で文房具の贈呈式を行った時の写お

川崎愛実

(文学部英語英米文学科 2年次生)

私が今回この海外体験学科プログラムに参加

しようと思ったのは、続々な体験をして悦野を

広げたいという漠然としたものだ.ったが、実際

に参加してみるとカンボジアの方のひたむき

さ、暗い過去と現尖に11'(に触れて感じるものが

多くあったツアーであった。

特に地'1.5'111]題に|則しては考えさせられること

が多かった。死とl蜂り令わせで体力的にも厳し

い仕事、気がijIくなるような作業、自分の体を

持「って!盛じ、初めて彼らカfしていることカfどれ

だけすごいことなのか、そしてこういった作業

する人がいるからこそ安全に生活が送れるとい

うことを深く実感した。また、地雷撤去には海

外からの支援や援助が必要であるが年々それは

減ってきているという。地宙開越はカンボジア

やJl]まっている土地だけの問題ではなく、繰り

返してはいけない過ちとしてすべての人が考え

ていかなくてはならない問題である。今回、 学

び!岳じたことを門分のIjlにと どめるのではな

く、周りの人たちにカンボジアが今どういった
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111]題に直面しているかを伝えることは、私たち

にもできることであると思う。

今回のツアーは自分にとって一生に残るもの

となった。自分が初めに抱いていたカンボジア

のイメージとは全く追い、現地へ行って自分が

体験することが一帯の学び方であると感じた。

カンボジアで学び感じたことをこれからの自分

の生前に前かしていきたい。

ロカブッス村の小学生たちと遊んでいるところ

木村大海

(理工学部電子情報学科 1年次生)

カンボジアは初め想像していたのとは一つ一

つの重みが全く追っていて、 ~ I際に現地に行っ

てみないと分からないことがとても多いことを

身をもって経験しました。特に地雷原では地雷

の生の音や埋まっている光j誌を目にして初めて

本当の恐怖心が分かると感じました。

つい3011~ ほと守前に起こったポルポト政権の大

祉虐殺も、まだ生存者がいて、本当にあった出

来事を直接聞くことができ、 二度としてはいけ

ない過ちであるという思いが心の底から込み上

げてきました。

実際に行ったのと行っていないのでは、!必じ

ブ1や気持ちの持ち方が全く変わってくると思い

ました。少しでも相手に行ったように感じても

らえるような話し方で、多くの人に関心を持つ

地雷原に実際に入る体験をしているところ

てもらいたいと思いました。

古川 貴樹

(経済学部 国際経済学科 2年次生)

僕はスタデイツアーに参加して自分の人生の

中で最も~・重な体験ができました。 カ ンボジア

は自分の想像していた途上国とは大きく追って

いました。背)i(に様々な問題を抱えている人を

見てきたものの、みんな笑顔で優しかったのが

印象的です。カンボジアの子どもの笑顔は世界

一輝いていると思いました。

このツアーではカンボジアの影の部分も多く

学びま した。ポルポトによる大虐殺が行われた

キリングフィ ールドや地信撤去団体の MAGも

訪れま した。教科書では数行でしか昔:かれない

出来事を目の当たりにして悲しくなりました。

また地雷撤去の地道な作業やH中40tを超す天

候の1:11で危険と|蜂り合わせに仕事をしている作

業員の姿を見て多くのことを考えさせられまし

た。

この海外体験学習プログラムに参加して支援

の仕方の難しさを揃感しました。様々な人に出

会い、様々な仙i値観を共有できたことは大きな

刺激になりました。今後この経験を活かせるよ

うに大学生活を過ごしていきたいです。

実際に過去に見つかった地震の解説を聞いている織子

牧美里

(社会学部 社会学科 1年次生)

私が7iEI8日の海外体験学習プログラムで受

けた締躍はあまりにも強く、州国した今もカン

ボジアのことばかり考えています。今回のツ

アーでは、歴史的・文化的視点からカンボジア

の過去をみました。今を生きる様々な世代の

人々からカンボジアの現在について聞きまし

た。そして、微lltながらも、確実に技術面や安



全面で進歩してきているというカンボジアの未

来を知りました。地笛や貧困という生死に|拘わ

る問題を抱えながらもなお、キラキラ とした笑

顔を向けてくれたカ ンボジアの人々からは、生

命力の強さを感じました。

今回のツアーでは、決して観光では見ること

のできなかったカンボジアの裏側まで知ること

ができました。カンボジアで私が見たもの、 |制

いたこと、行ったところ、体験した全てがとに

かく術盤的で、正直かなりショックでしたが、

カン7ドジ‘アのさらなる発展を願って、これから

日本人として、夜、にできることをしていきたい

と思います。

クメール語で自己紹介をしているところ

依田匡史

(法学部 法律学科 1年次生)

私はこの一週間の海外体験学習プログラム

で、本当に多く の学びや出会い、そして感情を

経験することができました。今だに、 あの場で

の思いや葛藤が、頭の中で錯綜しています。今

回は、私の得てきたものの、ほんの少ししか紹

介できませんが、報告します

今回テラ・ ルネッサンスが支援している小学

校などをいくつか訪問しました。どの小学校で

体験学習プログラム

も、突然米た言葉も通じない私たちを何のため

らいもなく笑顔で迎えてくれて一緒に遊んでく

れました。子ども達、一人一人の笑顔がJ'.&っ直

ぐで本当に素敵でした。 しかし lIi1J JJ~がない子や

汚れていたり、破れたりしている子どももいま

した。そして一帯衝撃を受けたのは、 「子ども

達の中には、髪を染めている子もいるんだな。」

と思っていたら、その後の夜のミ ーテイングで、

それは栄養失調により髪の色素が薄くなってし

まっているのが、原因と知った時です。「オシヤ

レだな。Jと、少しでも思っていた自分が恥ず

かしく、胸が締めつけられ 「世界の不平等さ」

を強く!感じました。

それでもこのカンボジアには、笑顔が慌れて

いました。子ども遥だけでなく、カンボジアの

人みんなの笑顔があ りました。「本当の幸せっ

て何だろう。J今阿カ ンボジアへ行って、一番

思いました。考えても考えても、まだ答えにた

どり活けていません。

私は人生で初めて、こんなにも多くのことを

学び、多くの人と/J11会い、様々 な感情を経験で

きました。現地に行かなければ見えない、わか

らないことがあると本当に感じました。

鉛ままを渡したf妻、 オークン (ありがとう) と言われた時の写真
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企画名 体験学習プログラム報告会

2012年度春季:2013年 4月22日(月)17時30分-19時00分

日 時 20日年度夏季 :20日年 10月15日 (火)17時30分-19時10分

20日年度春季:2014年 4月24日(木)17時30分-19時15分

2012年度春季:瀬田キャンパス 3号館105教室

場- 所 2013年度夏季:深草キャンパス 21号館101教室

20日年度春季:瀬田キャンパス 6号館プレゼンテーション室

実施主体 ボランテイア .NPO活動センター

参加人数 2012年度春季:約70名、 20日年度夏季:約50名、 20日年度春季:64名

-経緯 ・目的

囲内・海外の体験学習プログラムに参加した

学生が、現地でどのようなことを学び、考え、

今後のボランティア活動や大学生活等にどのよ

うに活かしていくのかを発表する機会として、

プログラムの一環として報告会を行っていま

す。より多くの学生に本プログラムに関心を

もってもらうため、計i~で、も報告を聴ける形で実

施しました。

.概要

参加した学生が、プログラムごとに、プログ

ラムでの体験を通じて学んだことをそれぞれの

スタイルで報告しました。プログラムに参加し

た学生以外に、プログラムに関心を持つ学生や、

受け入れ先 (スタデイツアー企画団体)の

NPOの方にも参加いただきました。発表概要

は下記表の通りです。

訪1m地 ・発表者人数 テーマ

タイ王国 「タイの最貧地イサン

プログラム参加者 でのムラおこしと生

12名 活J
2012 フィリピン共和国 「山岳部のしょうがい|
年
度
プログラム参加者 児・者の暮らしとコ

春季
4名 ミュニテイ・ケアを学

ぶ」

れI1純県中南部地域 「平和と多文化共生に

プログラム参加者 ついて学ぶ」

10名

アメリカ合衆国(グア 「烏棋社会における自

ム)・パラオ共和国 立と共生を考えるJ
プログラム参加者7名

2013 タイ王国 「ー森にくらす人々と過

年度
プログラム参加者 ごす一週間~北タイの

8名 くらし、村の知恵に学

季夏 ぶ-J

京都府宮津市 公闘を拠点としたまち

プログラム参加者 づくりデザイン

16名 ~市民による公困作り

からまなぶこと~

フィリピン共和国 「フィリピンで学ぶ

プログラム参加者 ピープルパワー」

2013 
8名

年度
カンボジア王国 「地雷~1lIで 『平和j を |
プログラム参加者 学ぶJ

春季 7名

鳥取県智頭lur 「過疎の山村再生と、

プログラム参加者 魅力的なまちづくりを

15名 学ぶ」

.コーデイネータ一所感

体験学習プログラムに参加した学生迷は、

報告会に向けて同じプログラムに参加した学生

同士で発表をまとめることによって、体験を通

して自分速が感じたことを改めて共有し、より

学びを探めることができています。参加後も継

続して学び続けたり、行動し続けたりしてほし

いと思います。

また、体験学習プログラムへの関心をより広

げるためにも、報告者以外の参加学生数が増加

するよう、本報告会の広報に力を入れていきた

いと思います。

〈報告者 :東郷珠江

(瀬田キャンパス コーデイネーター))


